
 

 

 

 

 

 

 
 

  

  

第 1 第７号 

平成２７年 10 月 31 日 

編集発行 

社会福祉法人 紫野の会  

障害者支援施設 かりいほ 

２０１５年度 かりいほ茶について 

 

 

 

 

今年も大勢の茶摘みボランティアさんに参加していただき、無事に２０１５

年度のかりいほ茶が完成いたしました。茶摘みボランティア参加者、総勢約１

１０名！ 遠い所から大勢の方に足をお運び頂きました。本当にありがとうござ

いました。これからもかりいほを見て頂き、良き交流の機会になる様、毎年企

画していきたいと考えております。 

 今年のお茶は、５月に入ってからの気温が高く、例年より１週間以上早く茶

摘みが始まりました。しかし、去年の雪や春の雨が少なかったことも影響し、

なかなか新芽がそろわず、適期摘採が難しい年となりました。かりいほのお茶

は、化学肥料や農薬を使わないため、自然の影響をもろに受けます。それで

も、力強く育った芽を選び、喜びを噛みしめながら、みんなで丁寧に手摘みし

また。 

 全国的に「今年のお茶は淡白」と評されていましたので、かりいほでは蒸し

具合を工夫しながら、山のお茶特有の香りをいかし、味の深みや旨味を加えら

れるよう意識して加工しました。 

 今年の煎茶は「沢の恵み（さわのめぐみ）」、茎茶を「野の香（ののか）」

と名付けました。かりいほには３本の沢があります。かりいほで育った恵みを

感じて頂きたい思いから名付けました。 

 自園自製茶３年目。まだまだ発展途上ですが、これからも皆さんに安心し

て、その年々の味わいを楽しめるお茶作りに励んでいきたいと思います。応援

よろしくお願いします。 
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ページ 2 

さくらんぼ狩り→昼食

（喜多方ラーメン）→御

田植祭り（伊佐須美神

社）→かんぽの旅（温

泉・食事・カラオケを堪

能！） 

旅行の行程 ダム巡り→那須アル

パカ牧場→南ヶ丘牧

場（濃厚ソフトクリ

ーム！）→かんぽの

宿 

かんぽの宿、出発！

→中禅寺湖・遊覧船

→滝巡り→大田原ま

で帰って夕食→かり

いほ帰園 

2 日目 那須 
3 日目 日光 

1 日目 会津 

  

団体旅行 in 会津・那須・日光 

七月中旬の日差しの中、利用者 6人職員 3人の計 9人で会津・那須・日光を巡

る旅行に行きました。今回は、団体旅行という事で、複数人で各地を巡って行き

ました。三日間とも天候に恵まれました。初日は会津に行きました。会津では、

さくらんぼ狩りをして大玉のさくらんぼを堪能しました。二日目は、アルパカ牧

場へ行って、餌やり体験。普段見られない表情が多く見られました。三日目は、

涼を求めて中禅寺湖へ。遊覧船に乗って中禅寺湖の湖畔に吹く風を体感してきま

した。そして、さらなる涼を求めて滝巡りをしてきました。滝に落ち込む水量の

多さに、圧倒されました。旅行は、ゆったりしたスケジュールで全員が大満足＆

リフレッシュできた 3 日間になったと思います。（生活支援員 蛭田 光） 

とってもたのしかっ

たのとゆうらんせん

にのりました 

    Ｈさんより 

川あそびをしたのが

たのしかった 

    Ｔさんより 

サクランボでまんぞく

しました。（中略）い

くまえはいきたくない

といったけどいってす

ごくたのしかった。 

    M さんより 
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  かりいほ 食育だより 

 

 

【かりいほのお野菜】 
 直接利用者が、農業に携わり、育て、農薬を一切使わず有機肥料をだけを使っ

て育てた新鮮な野菜を食べています。 

 また、施設の周りは緑に恵まれていてたくさんの山菜を収穫することができま

す。タケノコ、タラの芽、白木の芽、蕨など、収穫した山菜をメインにした献立

を考えて、栄養たっぷりの山の恵みを頂いています。特にその日に収穫したタラ

の芽の天ぷらは、風味もよく、皆さんに評判がいいみたいです。 

ここで、かりいほの人気献立を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第一位 「レバーカツ」 

 下処理に手間をかけて、レバ

ー独特の臭みを取り除き、調理

しているため、レバーが苦手で

も食べられる人気の一品です。

レバーには、血液を作る栄養

素、鉄分が多く含まれ貧血予防

にもなります。 

第二位 「鮭のニンニク焼き」 

ニンニクの風味が効いた鮭のバ

ター焼きです。玉ねぎとニンニ

クを炒め、バターで焼いた紅鮭

をのせていただきます。ニンニ

クも多く、スタミナもばっちり

です。 

 

第三位 「たまたまうどん」 

 玉子と玉ねぎで作るたまたま

うどんも人気のある麺類です。

玉ねぎ、とき玉子が相性良く、

うどん汁もおいしくいただけま

す。日曜日、昼の献立には主に 

麺類を出しています。 

 



 

 

ページ 4 

 

 

 

 

 

 

「あせも」と「汗あれ」の違い 

○あせも…急激な発汗で汗管が閉塞し、汗が詰まって水疱ができた状態。掻か

ないでおけば、数日で自然治癒する。 

 

○汗あれ…乾燥や間違ったスキンケアが原因。正常な皮膚は、バリアー機能が

ある。汗をかいても、その成分は表面上に留まり、時間が経つと蒸発する。乾

燥していると、角質細胞が痛んで、隙間が生まれる。その隙間に、汗に含まれ

るアンモニアや塩分が入り込み、チクチクチリチリとかゆみが生じる。さら

に、掻きむしると表皮が傷つき、皮膚炎が悪化します。 

 

○対策…保湿して乾燥を防ぐ。衣服は、汗の吸収の良い、速乾性の素材を選

ぶ。 

 

今年の夏は、動かなくとも汗が流れる暑さ。皆さんも多かれ少なかれ肌のト

ラブルを起こしていませんか？ 汗でぬれていても肌は、乾燥している事をわか

って下さい。 

 

 

 

かりいほの「今、気になる人」にいくつかの質問をして、みんなの疑問を解き

明かしたいと思います。今回は、この人。生活支援員 川嶋 里奈さん。 

                                                

医療担当から豆知識 

 

 

 

今、この人に聞きたい！ 

 

 

 ○自己紹介をお願いします。 

 お便りを書かせていただくのは、初

めてになります。４月から支援員とし

てお世話になってます。 

 出身 神奈川県 

 趣味 ドライブ、音楽鑑賞 

○働き始めて５か月になりますが、ど

うですか？ 

 よく「慣れましたか？」と聞かれま

すが、１日の流れやペースについてい

くのがやっとの頃に比べたら、ほっと

している所もあります。 

その反面、日にちが経てばたつほど、いろいろなことが見えてきて、頭が追

い付かない事もあります。まだ慣れませんが、他の職員の方に助けていただき

ながら仕事しています。 

○最近、驚いたことはありますか？ 

何が一番驚いたのか…、それがわからないほど、色々な事が起きることで

す。ほぼ毎日、何かに驚かされ、刺激を受けています。 

○施設内に住み込みで働かれていますがどうですか？ 

 今は少し慣れましたが、住み込んでいる棟の内線が鳴るとドキッとします。 

 あとは、元もと神奈川の湘南エリアに住んでいたので、森に囲まれて生活す

ることに違和感を感じていましたが、ようやく慣れてきました。 


